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会費納入のお願い 

本学会は会員の皆様の年会費を主な財源として運営しております。 

2025年度の会費（3,000円）をまだ納めておられない方は，早急にお振込みくださいますようお願い

いたします。 

また，会員の皆様におかれましては，周囲の方々に本学会への入会をお勧めください。 

右記のQRコードや学会ホームページから会員登録が可能です。よろしくお願いいたします。 
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ご 挨 拶 

第 72 回近畿学校保健学会 

学会長 古川 恵美 

（兵庫県立大学） 

第 72 回近畿学校保健学会を 7 月 12 日に開催させていただくことになりました。会場は，事務局長

の細川愛美先生の勤務校の，爽やかな潮風がそよぐ神戸女子大学ポートアイランドキャンパスです。

ポートアイランドは，神戸港内に作られた日本初の都市機能を持つ人工島で，観光・ビジネス・住宅・

公園などの都市生活に必要な機能が揃い，複数の大学や研究施設がある静かで快適な環境です。ここ

で本学会を開催させていただくにあたり，皆様に歓迎と感謝のご挨拶を申しあげます。 

近畿学校保健学会の目的は，学校保健に関する研究を行い，学校教育に寄与することです。このた

び学会長を拝命し，学校保健における自身の歴史について振り返りました。養護教諭として正規採用

された 1991 年にLD（学習障害）と診断された児童と出会い，それ以降ずっと発達障害のある幼児児

童生徒への支援に取り組んできました。養護教諭を退職し，「通常学級に在籍する発達障害のある児

童生徒への支援における養護教諭の役割」で 2011 年 3 月に学位を取得しました。その数日前に東日

本大震災が起き，阪神淡路大震災の被災者でもある私は，ご縁をたぐりました。そして，2011 年 12

月から宮城県気仙沼地域の高等学校養護教諭や特別支援学校の地域コーディネーター，保健師等と協

働して毎月活動（発達支援やコンサルテーション）ができるようになりました。現在でも現地の教員

等が希望される内容に合わせて活動しています。また，学生時代から里親家庭や特別養子縁組家庭の

ボランティアを引き続き行ってきたことから，社会的養護に関する研究もすすめてきました。講演Ⅰ

と講演Ⅱの先生方はその研究仲間でもあります。このような背景から，活動仲間は多職種となり，私

自身の研究は学校保健を取り巻く諸課題となっています。 

 この人とのつながり，研究のつながりを自分だけではなく，参加してくださる皆様に還元できたら

と考え，今大会のテーマを「学校保健現場における教育と医療の多角的連携」としました。 

講演Ⅰは，関西医科大学小児科学講座臨床教授 石崎優子先生に，「起立性調節障害（OD）治療の

新しい展開」という最新の情報満載のご講演をお願いしています。講演Ⅱは，摂南大学看護学部教授

（小児看護領域）池田友美先生に，「フィンランドの在外研究で学んだ『健康』」と題し，ヘルシンキ

大学における在外研究について魅了される多くの写真と取り入れたご講演をお願いしています。 

シンポジウムでは，本学会のテーマに迫るために，災害看護の専門家，東日本大震災で津波やその

後の長期支援の経験者である養護教諭，神戸市で発達障害のある子どもを支える医師といった様々な

立場からご提言いただき，フロアの皆様を交えて議論していきます。 

今回の学会では使用しませんでしたが，兵庫県立大学看護学部のキャンパスは明石にあり，建築家

の安藤忠雄氏が兵庫県立看護大学として設計した建築物です。安藤氏は兵庫県立看護大学創立５周年

誌（1999 年）で，「看護大の設計の機会を頂いてまず考えたのは，共に助け合うということをどう建

築に反映していくかということだった」「これまで以上に人と人が福祉や行政といった枠組みを超え

て，対話をし，共に支え合って生きていくことが大切になる」「設計では人と人との対話を引き出せる

ようにということを常に心掛けるようにした」などと述べておられます。この言葉を紡がれたのは 30

年以上前になりますが，なんて生き生きとした言葉なのでしょうか。 

最後になりましたが，本学会を開催するにあたりご支援・ご後援いただきました兵庫県教育委員会，

神戸市教育委員会，兵庫県医師会，兵庫県歯科医師会，兵庫県薬剤師会，神戸市医師会，神戸市歯科

医師会，神戸市薬剤師会の皆様，そして本学会の運営にご協賛，ご尽力いただきました諸団体の皆様

方に厚く御礼申しあげます。  
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第 72回近畿学校保健学会開催要項 

【テ ー マ】 「学校保健現場における教育と医療の多角的連携」 

【日  時】  2025 年 7 月 12 日（土）9：30 ～16：20  

【会  場】  神戸女子大学ポートアイランドキャンパス F館3階，2階 

〒650-0046 神戸市中央区港島中町4-7-2  

 https://www.yg.kobe-wu.ac.jp/wu/campuslife/campus/pi.html 

時 刻 事 項 場 所 

9:30～ 受付開始（エントランスホール） B 館 1 階 

10:00～11:15 一般演題発表 

A 会場【教室F310】 B 会場【教室F301】 

C 会場【教室F302】 D 会場【教室F210】 

F 館【310・301・

302・210】 

11:20～12:00 講演Ⅰ 

「起立性調節障害（OD）治療の新しい展開」 

講師 関西医科大学小児科学講座 臨床教授 石崎優子 

座長 前法政大学 教授 鬼頭英明 

F 館【304】 

12:00～12:50 昼休憩  

12:50～13:30 総会・評議員会 F 館【304】 

13:40～14:30 講演Ⅱ 

「フィンランドの在外研究で学んだ『健康』」 

講師 摂南大学看護学部 教授 池田友美  

座長 兵庫教育大学大学院 教授 岡本 希  

F 館【304】 

14:30～14:40 休 憩  

14:40～16:00 シンポジウム 

「こどもの発達・成長を支える教育と医療の連携 

～災害・障害・家族への支援から考える～」 

 コーディネーター 兵庫県立大学 教授 古川恵美 

 シンポジスト   

・災害看護の視点から 

兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 増野園惠 

 ・養護教諭の視点から 

宮城県本吉響高等学校 養護教諭 松本敦子  

 ・小児科医の視点から 

みなとのこども診療所・児童デイ 院長 今西宏之 

・指定討論者 

兵庫県教育委員会事務局体育保健課 

主任指導主事兼主幹 平澤郁子 

F 館【304】 

16:00～16:20 表彰式・閉会式 F 館【304】 

17:00～19:00 懇親会（情報交換会）  
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一般演題発表プログラム 

 

A会場 

＜メンタルヘルス＞ 10：00～10：36 座長 中村晴信（関西医科大学） 

A-1 コロナ禍における大学生の自己効力感と自意識および疲労感について 

〇竹端佑介（摂南大学），高山昌子（大阪国際大学），後和美朝（摂南大学） 

 

A-2 メンタルヘルスの関連要因としての感染症対応における負担感の検討 

◯宮城十子（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科），岡本 希（兵庫教育大学大学院学校

教育研究科） 

 

A-3 学校における摂食障害の現状及び対策の一考察 

◯松尾 純（兵庫教育大学大学院），服部紀代（兵庫大学） 

 

 

＜生活習慣＞ 10：36～11：12 座長 藤原 寛（元京都府医科大学） 

A-4 Ａ高等学校における睡眠の改善に対する取り組み（第１報） 

◯田城麻紀（和歌山県立田辺高等学校） 

 

A-5 朝食に対する態度、起床時間、および朝食への食欲と朝食の頻度との関連 

◯中村晴信（関西医科大学医学部衛生・公衆衛生学講座），小原久未子（京都府立医科大学大学

院医学研究科地域保健医療疫学），桃井克将（京都女子大学心理共生学部），間瀬知紀（京都女

子大学発達教育学部），藤田裕規（関西医科大学医学部衛生・公衆衛生学講座），甲田勝康（関

西医科大学衛生・公衆衛生学部） 

 

A-6 就学時健診と 5 歳児健診～マニュアルからの動向検討～ 

◯寺川えり子（四天王寺大学看護学部），古川恵美（兵庫県立大学看護学部） 

 

 

B会場 

＜養護教諭・保健室経営＞ 10：00～10：36 座長 大川尚子（京都女子大学） 

B -1 養護教諭の ICT 活用の実態とスキルアップ研修の効果 

◯山本千津子（西宮市立鳴尾南中学校），清水 悠（西宮市立広田小学校） 

 

B -2 養護教諭によるAI 回答の実用性評価に関する探索的検討－パイロットスタディからの示唆－ 

◯山村和恵（立命館守山中学校・高等学校），戸簾隼人（立命館大学 R-GIRO 客員研究員） 

 

B -3 荷見秋次郎の養護観－戦中と戦後－ 

◯高橋裕子（天理大学体育学部） 
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＜健康管理・組織活動＞ 10：36～11：12 座長 森脇裕美子（姫路獨協大学） 

B -4 汲田克夫における「健康管理能力」の史的展開と構造 

◯松本圭朗（近畿大学） 

 

B-5 大学生におけるチーム学校の認識 －養成課程間の比較－ 

◯住吉由加（兵庫教育大学大学院），鳥取伸彬（兵庫教育大学大学院） 

 

B-6 保健主事の研修のあり方に関する一考察 －研修後の保健主事の意識の変化を中心に－ 

   〇藤原靖浩（関西福祉科学大学） 

 

 

＜リスク・安全＞ 10：00～10：36 座長 西岡伸紀（京都女子大学） 

C-1 学校管理下における障害事故の実態 1989 年～2023 年の事例と重度障害について 

◯長谷川ちゆ子（元湊川短期大学） 

 

C-2 大学生が参画する「いのちと安全確保の共育プログラム」の構築を目指して 

◯八木利津子（桃山学院大学） 

 

C-3 妊娠時低体重リスクの認知度に着目した小中高校における保健教育の現状と課題 

◯杉田彩恵（京都女子大学），桃井克将（京都女子大学） 

 

 

＜災害・緊急時対応＞ 10：36～11：12 座長 八木利津子（桃山学院大学） 

C-4 教職員の災害への意識について 

◯濵口雅代（兵庫教育大学大学院学校教育研究科），岡本 希（兵庫教育大学大学院学校教育研

究科） 

 

C-5 被災経験のある学校管理職が養護教諭に期待する災害時の連携 

◯榊原未紀（兵庫県立姫路西高等学校），古川恵美（兵庫県立大学看護学部） 

 

C-6 学校教職員の緊急時対応における知識と技術力の定着について 

◯十川真由美（芦屋学園中学高等学校） 
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D会場 

＜虐待・マイノリティ＞ 10：00～10：36 座長 中村朋子（兵庫大学） 

D-1 オウルンキュラ・家族リハビリセンター視察を通してみえる家族に焦点を当てた支援  

〇木原彩子（大阪公立大学生活科学研究科博士後期課程），中村 恵（畿央大学），松田登紀

（奈良女子大学附属幼稚園），榊原未紀（兵庫県立姫路西高等学校），古川恵美（兵庫県立大

学）, 池田友美(摂南大学)，石崎優子(関西医科大学小児科),下村有子（通訳 Kuniko JPN），長

濱輝代(大阪公立大学)  

 

D-2 高校生を対象とした児童虐待予防教育の意義 

◯田吹和美（大阪府立布施高等学校） 

 

D-3 性的マイノリティ当事者の理解を深めるための効果的な取り組みについて   

◯藤原昌子（前 西宮市立西宮東高等学校） 

 

 

＜障害・支援＞ 10：36～11：12 座長 高田恵美子（畿央大学） 

D-4 視覚障害女性の月経対処における探索的研究－半構造化インタンビューを通じた経験の分析 

◯鶴岡尚子（東京医療保健大学和歌山看護学部） 

 

D-5 特別支援学校に通う学童期の知的障害児の性に関する行動に向き合う当事者の経験－特別支援

学校教員の語りから－ 

◯波田野希美（四天王寺大学看護学部），吉村知容（四天王寺大学教育学部） 

 

D-6 学生の保健室ボランティア活動における教育的効果に関する一考察 

◯酒井隆子（丹波市立青垣中学校），佐々木美奈（横浜市立山王台小学校），島田郁実(横浜市

立下永谷小学校) 
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参加受付等のご案内 

◆受付時間・場所 

2025 年 7 月 12 日（土）9：30～ 

神戸女子大学 B 館入口エントランスホール（正門入って右手小径の奥） 

◆受付等について 

① 学会正会員 

・参加費 1,000 円をお支払いの上，名札と講演集をお受け取りください。 

・2025 年度年会費未納の方は，年会費 3,000 円を学会本部事務局にお納めください。年会費の

納入がない場合，参加費が当日会員と同じく 2,000 円となりますのでご注意ください。 

② 当日会員 

参加費 2,000 円をお支払いの上，名札と講演集をお受け取りください。 

③ 当日学生会員（参加費：大学院生 1,000 円，学部学生 500 円） 

大学院生，学部学生は学生証を提示ください。提示のない場合，当日会員扱いになります。 

④ 新規入会希望者 

受付で入会申込用紙を受け取り，必要事項をご記入の上，年会費 3,000 円を学会本部事務局に

お納めください。 

⑤ 昼食 

⑥ 参加申込時にお弁当（飲み物付 1,000 円）を申し込まれた方は，代金と引き換えに昼食券をお

受け取りください。 

当日，食堂は開店しておりますが軽食のみは販売しております。 

⑦ 懇親会（情報交換会） 

参加申込時に懇親会（会費 5,500 円）を申し込まれた方は，懇親会会場にてお支払いください。 

会場：Seafood dining 1932／センチュリオンホテル＆スパヴィンテージ神戸 9F  

   （神戸女子大学より徒歩 10 分，ポートライナー中公園より徒歩 5 分） 

 ※ 名札には氏名・所属をご自身でご記入の上，会場では必ずご着用ください。 

◆一般演題発表者の方へ 

① 前演者の講演が始まると同時に，各会場前方の次演者席にご着席ください。 

② 発表は，1 演題につき，発表 7 分，討論 4 分です。時間を厳守してください。 

③ 学会当日は，発表用のプロジェクター，コンピュータ（PC）を準備いたします。 

④ 発表用PC は，Windows 11 で，アプリケーションは Microsoft PowerPoint 2019 になります。

発表用ファイルは，2025 年 7 月 4 日(金) 17 時 までに学会事務局にメールでお送りください。 

⑤ PC を持ち込んで発表される場合，プロジェクターの接続コネクターは HDMI です。PC のモ

ニター出力端子の形状をご確認のうえ，必要に応じて変換コネクター（ケーブル）等をご用意く

ださい。 

⑥ 動画の使用は，原則としてお控えください（必要な場合は事務局で相談に応じますので，事前

にご連絡ください）。 

⑦ 資料を配布される場合は 50 部程度ご用意ください。 

◆座長の先生方へ 

① 前座長の登壇後，前方の次座長席にご着席ください。 

② 受け持ち時間の進行は一任しますが，1 題あたり 11 分以内でご進行いただきますようお願いし

ます。（6 分で 1 鈴，7 分で 2 鈴，10 分で 3 鈴の予定） 
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③ 慣例により，後日「学会通信」用の座長のまとめ（1 演題 250 字程度）を年次学会事務局まで

ご提出いただきますようお願いします。締切は 2025 年 8 月 9 日(土)です。 

◆当日の学会開催中の連絡先 

第 72 回近畿学校保健学会事務局 E-mail：kinki.sha72th@gmail.com 

◆その他 

・ 学会開催時間内は，携帯電話などの通信機器類はマナーモードにするか電源をお切りください。 

・ 会場は敷地内を含めて禁煙です。ご協力をお願いします。 

・ 手荷物預かり（クローク）のサービスは行いません。 

◆会場までのアクセス 

＜JR「三ノ宮」・阪急「神戸三宮」・阪神「三宮」神戸市営地下鉄「三宮」駅からのアクセス＞ 

ポートライナー 

「三ノ宮駅・三宮駅」からは，ポートライナー神戸

空港・北埠頭方面行き等をご利用いただき，みなと

じま駅（約 10 分）で下車し，西へ徒歩約 5 分。 

全便が，みなとじま駅に停車します。 

神姫バス 

三宮駅前・神戸駅南口から神戸女子大学前で下車し，

徒歩約 1 分。 

＜神戸空港からのアクセス＞ 

ポートライナー 

神戸空港駅からポートライナーの三宮行きをご利用

いただき，みなとじま駅（約 9 分）で下車し，西へ

徒歩約 5 分。 

 

神戸女子大学（ポートアイランドキャンパス F館 3階） 
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アンガー・マネジメントについて思うこと 

竹端 佑介 

摂南大学現代社会学部 

 学校現場で子ども達の様子を見ていると，怒り感情が収まらなくなり，時としてその怒り感情が暴走

し，“キレる”子としてレッテルを貼られているように感じることがある。こうした怒り感情への“対処

法”として，アンガー・マネジメントなるものがある。アンガー・マネジメントは 1970 年頃アメリカ

で開発された教育プログラムで，それが世界に広がり，日本でも紹介されてきた。 

 学校現場においても，子ども達に対するアンガー・マネジメントの教育プログラムの要望を耳にするも

のの，どうもプログラムの意義や効果について誤解されているように思われる。つまり，「アンガー・マ

ネジメント＝怒りの感情を，即無くすことができる」といった捉え方になっているように感じるのである。 

 怒りは子どもでも大人でも，誰もが持つごく自然な感情である。それにも関わらず，怒り感情は“悪”

と見做され，あってはならない，あるいは出してはならないような雰囲気となっているように思える。

もちろん，ところかまわず怒り感情を表出させ，人を傷つけては，せっかくの怒り感情も報われない。

ここに，アンガー・マネジメントの意味が出てくる。 

アンガー・マネジメントは，生じている自分の怒り感情について，自分自身が気づき，整理し，適切

な表出ができるようにしていくことであり，アンガー・マネジメントの教育プログラムはそのプロセス

を学ぶことである。そして，そこでの気づきは，相手への理解にも繋がり，適切に怒りの感情を「表現」

できるような対人関係へと繋がっていくことになるのである。 

 とは言うものの，言うは易し行うは難しである。“このアンガー・マネジメントのプログラムを行え

ば，上手くいく！”というものはなかなかないのが現状である。宮崎ら（2017）が，「アンガー・マネジ

メント」をキーワードに検索エンジンで調べたところ，研究論文は散見されるものの，その効果を検討

した論文はわずか 3 件であった。 

 近年，学校教員のメンタルヘルスは年々深刻化している。教員はその職務上，感情のコントロールが

暗黙的に求められるような感情労働（emotional labor）であり，膨大な対応に追われるなかで自身の感情

に気づく余裕がなく，結果としてメンタルヘルスを悪化させることにもなっているかもしれない。子ど

もや保護者への様々な対応や業務負担のなかで，当然怒り感情も出てくるだろう。しかし，“感情のコ

ントロールを行うべき”と，湧き出てくる怒り感情に蓋をして閉じ込めることはメンタルヘルス上好ま

しくない。早木他（2023）では，教員の感情に焦点をあてたストレスマネジメントの方法を紹介してい

るが，教員のアンガー・マネジメントも教員のメンタルヘルスの問題を考える上で重要だろう。 

このような教育現場の状況においても，アンガー・マネジメントはますます求められるだろう。しか

し，子どもでも大人でも，確実にこれが有効であるというアンガー・マネジメントの教育プログラムは

少ない。だからこそ，私たちは，目の前の実態に即したアンガー・マネジメントやその教育プログラム

を考えていかねばならないように思う。 

 是非，近畿学校保健学会員の先生方にも実態に即したアンガー・マネジメントやそのプログラムにつ

いて一緒に議論して頂きたいと思う。 

【引用文献】 

早木千絵・川見綾子・野崎剛弘・前原葉子・中島美里・十川博・河田浩（2023）．教員のストレスマネジメント対策におけ

る感情に焦点を当てたアプローチの紹介：セルフヘルプ ・ストレスマネジメント冊子による介入の試み，産業精神保健，

31(1)，42-49． 

宮崎圭子・会田龍之介・須藤麻衣（2017）．修正版アンガー・マネジメントプログラムの開発とその効果検討：サイコエデ

ュケーショナル・グループの枠組みで，跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀要，13，35-42． 

【寄稿】 
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2025年度近畿学校保健学会評議員会・総会 議題 

議 題： 1．2024年度事業報告 

2．2024年度決算報告及び会計監査報告 

3．2025年度予算案（事業計画） 

4．名誉会員の承認 

5．次期学会担当地区及び会長 

6．近畿学校保健学会会則の一部改正 

7．2025～2027年度役員人事 

8．その他 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2024年度 

第 3回近畿学校保健学会幹事会議事録 

日 時：2025 年 1 月 25 日（土）16:30～18:30 

場 所：Zoom による Web 開催 

出席者：【幹事長】後和 

【常任幹事】大平，笠次，宮井 

【幹事】（滋賀）住吉 

（京都）井上，長村，藤原 

（大阪）大川，白石，出水，吉岡 

（兵庫）北口，鬼頭，西岡，中村 

（奈良） 

（和歌山）森岡       （計 17 名） 

委任状：大川，高野，竹端，出水，髙田，辻井（計5名） 

議 事： 

1．第 72 回近畿学校保健学会開催について 

古川恵美年次学会長より，開催要項をもとに

第 72 回近年学校保健学会の開催について，当初

予定から 2025 年 7 月 12 日（土）に変更された

こと，会場は神戸女子大学ポートアイランドキ

ャンパスにて対面開催，テーマ，プログラム，演

題申込み等について説明がなされた。また，演題

および事前参加申込み，昼食申込，情報交換会

（懇親会）の申込みはWeb による申込みフォー

ムで実施することの説明がなされ，加筆修正の

後開催要項ならびにWebによる申込み方法につ

いて承認された。  

 後和幹事長より，抄録のレイアウト変更につい

て提案があり，承認された。 

後和幹事長より，2025 年度近畿学校保健学会

評議員会は電磁的方法（Web 投票）による決議と

し，2025 年度近畿学校保健学会総会は対面で実

施することについて説明がなされ，承認された。 

2．学会通信 170 号について 

後和幹事長より，資料をもとに学会通信 170

号の概要と，特に 2024 年度が役員改選の年にあ

たり，2025 年 2 月に役員選挙が行われることの

説明がなされ，加筆修正の後承認された。 

3．2025～2027 年度役員選挙について 

後和幹事長より，2025～2027 年度役員選挙の

地区別会選挙権・被選挙権有資格者数の報告が

なされた。また，団体代表は選挙権・被選挙権と

もに有しないことが承認された。 

4．賛助会員について 

 後和幹事長より，日本学校保健研修社より，賛

助会員としての入会希望の申請があったことが

報告され，承認された。また，賛助会員の会費と

して，一口 5,000 円で，一口以上とすることが確

認された。 

5．学会通信のメール配信化について 

 後和幹事長より，会員のメールアドレスの登

録状況（93%）の報告後，学会プログラム以外の

学会通信をPDFでメール配信化する案の提案が

なされ，2 月発刊号のみメール配信化することが

承認された。メールアドレス未登録会員，名誉会

員，関連団体への学会通信は，これまで通り印

刷・郵送で対応をすることが報告された。 

6．近畿学校保健学会研究助成について 

 後和幹事長より，近畿学校保健学会研究助成

に関する提案がなされ，検討する必要があると

の提案があり，引き続き議論することとなった。 

7．その他 

 特になし 
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2024年度 

第 2回選挙管理委員会議事録 

日 時：2025 年 1 月 9 日（金）～1 月 28 日（火） 

場 所：メール会議 

1．選挙権人および被選挙権人の確定 

事務局で用意した会費納入状況をもとに，選挙

管理委員によって2024年12月31日までの会費

納入者が有資格者であることが確認され，その後

の退会者を含め，選挙権を有する者 133 名と被選

挙権を有する者 120 名を確定した。 

2．電子投票フォームと投票コードの確認 

事務局が作成した電子投票フォームに対して

委員による模擬投票が行われ，信頼性が確認され

た。投票に際しては各地区で異なる電子投票フォ

ームを用いることとし，投票には各地区で異なる

投票コードA と選挙人各個人に割り当てられた投

票コードBを用いて投票することが確認された。 

3．投票コード発送作業 

 2月5日に髙田選挙管理員長の立ち合いのもと，

被選挙人名簿と投票コード記載用紙の封入作業

が事務局により行われた。 

4．選挙日程 

投票期間は2025年2月7日～2月20日とした。 

5．その他 

 委員より団体代表について，「被選挙権を有し

ないことは確認済みであるが，選挙権の有無につ

いては未確認である」との指摘があり，次回の幹

事会で確認することとなった。 

 

2024年度 

第 3回選挙管理委員会議事録 

日 時：2025 年 2 月 21 日（金）～2 月 28 日（火） 

場 所：メール会議 

1．投票結果 

 電子投票の結果，投票率は 63.2%（84 票）で

あった。府県の詳細は下記のとおりである。 

滋賀：58.3%（7 票），京都：81.0%（17 票）， 

大阪：61.5%（24 票），兵庫：48.4%（15 票）， 

奈良：64.3%（9 票），和歌山：75.0%（12 票） 

2．開票作業 

 事務局が作成した投票結果の電子データをもと

に，委員によって確認作業が行われた。同数得票者

については規程に則り，2月25日にZoom会議に

て抽選を行い，当選順位を決定した。 

3．選挙結果の送信 

 事務局より 2 月 28 日に評議員及び幹事の当選

通知メールを送信し，辞退者に対しては 3 月 6 日

までに回答を求めた。辞退者が出た場合の繰上げ

当選の対応は，当選順位をもとに行うこととした。 

4．その他 

 委員より役員の任期等に関する規程の齟齬が

指摘され，幹事会で確認することとなった。 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2025年度研修セミナー 

・テーマ：地域保健･福祉における災害対応標準化トレーニングコース（BHELP：Basic Health 

Emergency Life Support for Public)－避難所開設・運営におけるコーディネーター養成－ 

・開催日時：8月 20日（水） 10時～17時 30分（予定） 

・会 場：奈良教育大学 

・最大開催人数：36名（予定） 

・参加費：近畿学校保健学会会員 2,000円，非会員 6,000円  

※近畿学校保健学会（年会費3,000円）に入会すれば2,000円です。 

※申込方法，申込〆切日，講習内容等の詳細は近畿学校保健学会ホームページや会員へのメール配

信によって告知されます 
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関連学会開催日程 

◇日本学校保健学会（第 71回学術大会） 

大会長：高橋 浩之（千葉大学名誉教授） 

期 日：2025 年 11 月 28 日（金）～30 日（日） 

会 場：千葉大学 

    〒263-8522 千葉県千葉市稲毛区弥生町 1-33 

メインテーマ：教育としての学校保健を加速する 

◇日本養護教諭教育学会（第 33回学術集会）  

学会長：大川 尚子（京都女子大学） 

期 日：2025 年 12 月 13 日（土）～14 日（日） 

会 場：京都女子大学  ※ハイブリット開催 

    〒605-8501 京都市東山区今熊野北日吉町 35 

メインテーマ：子どもたちのウェルビーイングを支える養護教諭の役割 

◇日本養護実践学会（第 8回学術集会）  

学会長：澤田 有香（飯田短期大学） 

期 日：2025 年 7 月 20 日（日） 

会 場：飯田短期大学 

    〒395-8567 長野県飯田市松尾代田 610 

メインテーマ：VUCA の時代を生きる子供の未来を照らす～養護実践の蓄積と実践知の活

用をめざして～ 

※詳細については各学会ホームページでご確認ください。 

編集後記 

近畿学校保健学会通信 No.171 をお届けします。今号には，第 72 回近畿学校保健学会の開催要項

とプログラムを掲載しております。学校保健に関わる多様な実践や研究の成果が共有される貴重な

機会となりますので，会員の皆様にはぜひご参加いただき活発な交流の場としていただければ幸い

です。さて，私事ですが，今期の任期満了に伴って常任幹事としての役割を一区切りすることとなり

ました。在任中は，多くの皆様に支えていただき，貴重な経験を積むことができました。この場をお

借りして心より感謝申し上げます。今後は新たな体制のもと，一層活気ある学会運営が進められてい

くことと存じます。学校保健をめぐる課題が多様化・複雑化するなかで，本学会には学術的な貢献に

加え，学校現場での実践的な活動を支える取り組みが求められていると感じます。理論と実践の橋渡

しとなる学会として，現場と連携した活動の充実がこれまで以上に重要になるものと思います。 

本通信が，会員の皆様の実践や研究の一助となり，学会活動への積極的な参加につながることを願

っています。今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

（常任幹事 宮井信行） 

   

                


